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＜代表者会議資料＞ 

 

競技上の確認事項 

 

１ 期日及び日程（大会要項参照）  

 

２ 会 場（大会要項参照）  

(１) 豊見城市民体育館 
豊崎、豊見城、長嶺、とよみ、与那原東、浦城の６小学校体育館 

 

３ 参加資格（大会要項参照）  

 

４ 参加規定（大会要項参照）  

 

５ 競技規則（大会要項参照） 

 

６ 競技方法 

(１) 試合方法は、予選リーグ戦、決勝トーナメント方式とする。 

(２) ３位決定戦は行わない。 

(３) ２１点の３セットマッチ（３セット目は１５点制）で行う。 

(４) 「テクニカルタイムアウト」を採用する。審判の確認事項参照。 

(５) 試合球は、軽量４号球（ミカサ・カラー、内気圧０．３２hps）とする。 

(６) コートの広さは８M×１６Mで、ネットの高さは２M、ネットインは可とする。 

(７) 選手は、胸部中央に１０㎝以上×１５㎝以上、背部中央に１５cm以上×１５cm以上、字幅２
㎝以上の番号のあるユニフォームを着用すること。 
主将は決められたマーク（２㎝×８㎝）を番号の下部に付けること。 

(８) 試合は追い込み方式で行い、連続する場合は、最大15分の休憩をとる。 

(９) 試合前後のチームの対処は、プロトコールの規定による。試合の終わったチームは、 

速やかにベンチを空けること。 

(１０) 次の試合のチームは、当該コートに集合し、ラインアップシートを審判員に提出する。 

コートが完全に空いてから、練習を開始すること。 

(１１) 所定のユニフォームがない場合、体育着等、運動のできる服装で統一すること。 

 

７ チームスタッフ及び選手の変更 
参加申込書に記載されたチームスタッフ及び選手の変更（背番号の変更・誤字の訂正を含む）に関
しては、大会要項に掲載されたエントリー変更届けに、その旨記入し、 
１１月２７日（土）午前９時３０分(チーム受付時）までに、各会場の競技委員長に提出し、承認
を得ること。それ以降の変更は認められない。 

 

８ 予選グループ戦における順位の決定方法 

 ● 勝数→セット率→得失点率の成績で、順位を決定する。 

 ● △リーグ戦も同様とする。 

 

９ 各試合会場におけるコートでの練習について 
(１) 各会場とも、コートの準備ができ、競技部からのアナウンスがあるまでアリーナに入ること

はできない。 

(２) 安全面から豊見城市民体育館（本会場）は、第１、２，３，４試合（各小学校会場は、第
１,２,３試合）開始５分前から、チームに１回のみ５分間の公式練習時間を与える。 
大会冊子に掲載する。各会場競技委員長の指示に従う事。 
前規定の時間以後は、次のチームのみコート内での練習ができる。 



ただし、隣のコートで試合中の場合は、サーブ・スパイク・レシーブノック等は禁止と
し、選手同士のパスまでの練習とする。ベンチスタッフによる球出しは出来ない。 

(３) 建物内のアリーナ以外での練習は絶対禁止とする。また、屋外でのアップ及び練習を行う場
合は、上・下履の区別をすること。 

 

１０ 抽選方法について 

(１) 本大会趣旨の交流を図るため、予め本部において事前に各地区競技委員長に確認の元地区割
振りを行う 

(２) 抽選会は本部抽選とし、厳正に行う 

(３) 会場校の抽選 

(４) 各地区１位のチームをシードする（但し、中頭地区は２位まで） 

● シードチーム 

＜男子＞ 大宮JVC,西原東,西原南,Uぼーいず,小禄JVC,とよみクラブ 
     平真あこうバレーボールクラブ 

＜女子＞ SESOKOオーシャンズ,田場クラブ,高原クラブ,浦城サザンスパークス 
     さつきスピリッツ,与那原ヴィクトリー,八島マリンズスポーツ少年団 

(５) シード以外のチームを本部抽選とする。 
 

１１ 諸注意 

(１) 各単位団から２名審判員(成人)を出すこと。 

(２) 弁当等のゴミは、各チームで持ち帰ること。 

(３) 各チームは、スポーツ少年団単位団旗とプラカード（縦２０cm×横６０cm、高さ１mを基準）
を持参すること。 

(４) 得点版に貼りつけるチーム表示ついては、各チームで持参する事。 

(５) 各チームは、ボール及びベンチ消毒用のタオルと、受付時の体温計（非接触型が望ましい）
及びアルコール消毒液を持参すること。 

 

１２ その他 

(１) ベンチには、競技上必要な飲料水・救急用具以外の物品を持ち込まないこと。またベンチ・
選手の飲料水容器は、スクイズボトル等とする。床にこぼさないよう注意すること。 

(２) 応援団の応援旗及び団旗は、試合のあるチームのみが掲示し、その際プレーに支障の   
    ないようにすること。 

(３) 応援団の応援用具は、大きな音の出る鳴り物（太鼓・ベル・ペットボトル等）は禁止   
    とし、審判のホイッスルの邪魔にならないよう配慮すること。 

(４) 応援旗は、プレーに支障のないように掲示し、試合が終わると、次の試合チームに譲   
    ること。 

(５) 審判やラインズマンへの批判・暴言を厳に慎むこと。 
 

 

 

体罰・暴力・暴言など無い 

  笑顔と歓声のあふれる大会を 

    みんなで創りましょう 
 


